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与
六
郎
が
屋
敷
を
構
え
た
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
二
人
は
利
根
川

か
ら
取
水
し
て
い
る
天
狗
岩
用
水

を
苦
労
を
重
ね
延
長
し
、
滝
川
用

水
を
引
き
、
玉
村
町
を
水
田
地
域

へ
と
導
き
ま
し
た
。
玉
村
高
校
は
、

そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
受
け
継

ぎ
、
さ
ら
に
進
化
・
深
化
を
と
げ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

は
財
政
難
や
少
子
化
な
ど
の
影
響

で
、
学
校
改
革
が
大
き
な
課
題
と

し
て
つ
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
危
機
に
直
面
し
た
玉
村

高
校
で
す
が
、
町
教
育
長
な
ど
の

町
関
係
者
、
校
長
、
同
窓
会
長
、

小
・
中
学
校
長
会
、
町
P
T
A
連

絡
協
議
会
、
区
長
会
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
玉
村
高
等
学
校
活
性
化
協

議
会
が
「
地
域
に
信
頼
さ
れ
期
待

さ
れ
貢
献
で
き
る
高
校
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
進
ん
で
志
願

す
る
高
校
の
実
現
」
に
向
け
て
の

学
校
改
革
の
具
体
策
「
玉
高
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
を
ま
と
め
あ
げ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
群
馬
県

か
ら
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
う

新
し
い
タ
イ
プ
の
高
校
と
し
て

「
ぐ
ん
ま
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
読
む
、
書
く
、

発
表
す
る
力
を
育
成
す
る
「
教
養

表
現
」
の
教
科
を
導
入
。
「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
「
特
別
活

動
」
と
連
動
し
、
生
徒
の
基
礎
基

本
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、

進
路
選
択
力
を
育
成
す
る
と
い
う

独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。

　

玉
村
高
校
の
歴
代
の
敷
地
は
約

４
０
０
年
前
、
伊
奈
忠
次
と
和
田

　

玉
村
町
に
位
置
す
る
「
群
馬
県

立
玉
村
高
校
」
。
来
年
10
月
1
日

に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

全
校
生
徒
が
２
２
６
人
と
小
規
模

な
高
校
で
す
が
、
先
生
と
生
徒
が

信
頼
関
係
の
も
と
、
日
々
充
実
し

た
高
校
生
活
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
ま
で
玉
村
高
校
の
イ
メ
ー
ジ

だ
け
が
先
行
し
、
実
際
ど
ん
な
高

校
な
の
か
知
ら
な
い
町
民
の
皆
さ

ん
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
特
集
を
通
じ
て
、
玉
村
高
校
を

少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
き
、
地

域
に
高
校
が
あ
る
「
意
味
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
は
、
県
立
高
校
と
し
て
運

営
し
て
い
ま
す
が
、
大
正
11
年

（
１
９
２
２
年
）
に
、
玉
村
実
業

補
習
学
校
女
子
部
通
年
科
と
し
て
、

当
時
の
玉
村
町
が
設
立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
何
度
か
名
称
な
ど
が
変
更

と
な
り
、
一
度
は
廃
校
の
危
機
も

あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
23
年
（
１

９
４
８
年
）
に
群
馬
県
立
佐
波
農

業
高
等
学
校
玉
村
分
校
と
し
て
、

町
立
か
ら
県
立
に
移
管
さ
れ
ま
し

た
。
（
次
ペ
ー
ジ
の
学
校
沿
革
史

参
照
）
そ
の
後
、
昭
和
34
年
（
１

９
５
９
年
）
４
月
１
日
に
、
群
馬

県
立
玉
村
高
等
学
校
と
し
て
認
可

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）
に

変わる高校　変われる高校
～ 玉村高校 ～

チャレンジ！チェンジ！チャンス！
チャレンジ！チェンジ！チャンス！

廃
校
危
機
を
乗
り
越
え
て

～ ここが新たなスタートライン ～～ ここが新たなスタートライン ～～ ここが新たなスタートライン ～
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狗
岩
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用
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。
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。
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学
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。
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れ
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。
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。
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現
」
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教
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。
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総
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時
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０
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０
０
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２
２
６
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規
模

な
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で
す
が
、
先
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生
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が

信
頼
関
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の
も
と
、
日
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生
活
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展
開
さ
れ
て
い
ま

す
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今
ま
で
玉
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の
イ
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だ
け
が
先
行
し
、
実
際
ど
ん
な
高

校
な
の
か
知
ら
な
い
町
民
の
皆
さ

ん
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
特
集
を
通
じ
て
、
玉
村
高
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を

少
し
で
も
知
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て
い
た
だ
き
、
地
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に
高
校
が
あ
る
「
意
味
」
に
つ

い
て
考
え
て
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だ
さ
い
。

　

現
在
は
、
県
立
高
校
と
し
て
運

営
し
て
い
ま
す
が
、
大
正
11
年

（
１
９
２
２
年
）
に
、
玉
村
実
業

補
習
学
校
女
子
部
通
年
科
と
し
て
、

当
時
の
玉
村
町
が
設
立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
何
度
か
名
称
な
ど
が
変
更

と
な
り
、
一
度
は
廃
校
の
危
機
も

あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
23
年
（
１

９
４
８
年
）
に
群
馬
県
立
佐
波
農

業
高
等
学
校
玉
村
分
校
と
し
て
、

町
立
か
ら
県
立
に
移
管
さ
れ
ま
し

た
。
（
次
ペ
ー
ジ
の
学
校
沿
革
史

参
照
）
そ
の
後
、
昭
和
34
年
（
１

９
５
９
年
）
４
月
１
日
に
、
群
馬

県
立
玉
村
高
等
学
校
と
し
て
認
可

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）
に

４月１日

９月17日

９月１日

６月18日

４月１日

10月１日

10月29日

４月１日

大正11年

大正12年

昭和10年

昭和15年

昭和23年

昭和23年

昭和27年

昭和34年

■学校沿革史
玉村実業補習学校女子部通年科として開校

玉村実践女学校認可

玉村実科女学校認可

群馬県玉村高等実科女学校
と改称

学制改革により廃校

群馬県立佐波農業高等学校
玉村分校として認可

現在の与六分の地に新校舎全面移転

群馬県立玉村高等学校として認可

高校モニュメント

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

ぐ
ん
ま

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

　玉村高校は地域の皆さんに支えられ、
創立99年を迎えました。卒業生は9,700
人を超え、各分野で活躍しています。本
校の校訓は「誠実」「勇気」「奉仕」で
あり、全職員が一丸となって生徒と向き
合っています。チャレンジ精神と伝統を
受け継ぎ、地域社会に信頼され、期待さ
れ、貢献できる学校を目指していきます。

Interview
地域に支えられた高校

玉村高校校長　高尾　博さん
た か お ひろし

　約45年前に玉村高校を卒業しました。
当時は現在より生徒が２倍ほどいて、高
校がにぎわっていた記憶があります。
　これからの玉村高校生には、明るく元
気に生活し、人の気持ちがわかるような
人になってほしいです。そして玉村高校
らしいにぎわいのある学校にしてほしい
と思います。

Interview
にぎわいのある玉村高校に

同窓会長　倉林 教夫さん
くらばやし み ち お
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玉
村
高
校
は
前
述
し
た
と
お
り
、

「
ぐ
ん
ま
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
校
独
自
の
教
養
表
現
と
い
う
教

科
を
導
入
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
発
表
活
動
に
力

を
入
れ
、
本
を
紹
介
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
あ
る
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

発
表
会
を
１
年
生
で
行
い
ま
す
。

２
年
生
に
な
る
と
、
町
教
育
委
員

会
の
全
面
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も

と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
。

そ
の
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
３

年
生
で
は
、
地
域
の
課
題
な
ど
を

研
究
し
発
表
す
る
課
題
研
究
発
表

会
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
異
学
年
交
流
と
し
て
、

上
級
生
は
下
級
生
に
先
輩
と
し
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
話
し
た
り
、
高

校
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
一
緒
に

考
え
た
り
し
て
、
活
発
な
交
流
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

人
と
の
つ
な
が
り
が
増
え
、学
校
生

活
が
充
実
し
た
も
の
に
な
り
、
令

和
２
年
度
の
生
徒
会
の
役
員
選
挙

で
は
、
定
員
９
人
の
と
こ
ろ
、
16

人
が
立
候
補
す
る
結
果
に
な
っ
た

の
も
う
な
ず
け
ま
す
。
先
生
の
熱

心
な
指
導
で
学
力
も
向
上
し
、
成

績
優
秀
者
が
令
和
２
年
度
末
で
は
、

前
年
度
よ
り
18
％
増
加
し
ま
し
た
。

真剣に授業に取り組む生徒たち

玉高キャッチコピーを自ら考える様子

熱心に生徒と向き合う先生△

学校生活学校生活

学
校
生
活
の
充
実
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今
ま
で
は
人
数
が
少
な
く
て
で

き
な
か
っ
た
部
活
動
も
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、部
員
が
集
ま

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。近
年
野

球
部
は
単
独
チ
ー
ム
で
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、今
年
度
は
単
独
で
大
会
に
出
場

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。吹
奏

楽
部
も
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
復
帰

す
る
こ
と
が
で
き
、サ
ッ
カ
ー
部
は

15
人
部
員
が
お
り
、大
会
に
向
け
て

日
々
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。仲
間

と
の
絆
を
育
み
、試
合
で
は
ど
ん
な

状
況
で
も
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

に
頑
張
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、玉
村
高
校
で
は
、今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
種
類
の
部
活

動
を
選
択
す
る
生
徒
も
多
く
、チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
す
る
風
土
と

な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、地
域
の
清

掃
な
ど
地
域
貢
献
を
行
い
、部
活
動

以
外
で
も
活
躍
し
て
い
る
部
も
あ
り

ま
す
。野
球
部
顧
問
の
五
十
嵐
先
生

は
、「
部
活
動
を
と
お
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
出
会
う
こ
と
が
財
産
。こ

の
先
、社
会
へ
出
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
も
、人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
い
れ
ば
、人
生
の
中
で
プ
ラ
ス
に
な

る
こ
と
が
多
く
あ
る
」と
話
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
経
験
す
る

こ
と
で
、こ
れ
か
ら
先
の
人
生
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
で
し
ょ
う
。

　サッカー部は部員15人とマネージャ
ー３人で活動しています。平日は練習を
し、土・日曜日は試合などを行ってい
ます。以前は卓球を経験していました
が、高校からサッカーを始めました。日
頃から雰囲気良く部活を行っています。
３年生が中心となって、後輩のお手本
になるように引っ張っていきたいです。

Interview
雰囲気の良い部活

サッカー部部長　中野 蓮さん（３年生）
な か の れん

　野球部は部員８人とマネージャー１人
で活動しています。平日は練習をし、
土・日曜日は試合などを行っています。
小学校３年生から野球をしていますが、
部員の半分は高校から野球を始めてい
ます。今年の春の大会で合同チームな
がら、２回戦を突破しました。次の大会
では単独出場で初戦を突破したいです。

Interview
単独チームで大会出場を

野球部部長　近藤 海翔さん（２年生）
こんどう か い と

吹奏楽部

バスケットボール部

吹奏楽部

バスケットボール部

部活動部活動

新
し
い
世
界
へ
翔
け
る
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生
徒
に
部
活
動
や
高
校
が
好
き

か
と
話
を
す
る
と
口
々
に
「
好
き

だ
」
と
答
え
て
く
れ
ま
す
。
生
徒

会
長
の
桜
春
さ
ん
は
、
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
休
校
や

分
散
登
校
を
強
い
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
制
限
解
除
後
に
全
員

で
学
校
に
登
校
し
、
仲
間
や
先
生

に
会
っ
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ

た
」
と
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

実
際
の
調
査
で
も
、
学
校
を
好
き

だ
と
感
じ
て
い
る
生
徒
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
末

で
前
年
度
比
11
％
増
の
75
％
が
、

学
校
を
好
き
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
活
に
悩
み
を
抱
え
、
転

学
な
ど
を
し
て
し
ま
う
生
徒
も
少

な
か
ら
ず
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の

高
校
に
は
、
信
頼
で
き
る
仲
間
や

先
生
が
い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
、
悩
み
を
解
決
で
き
た
生

徒
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
結
果
、

転
退
学
者
は
、
前
年
度
と
比
べ
減

少
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
確
実
に

高
校
の
環
境
が
良
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

学
校
生
活
を
玉
村
町
で
過
ご
す

生
徒
た
ち
は
、
日
々
勉
学
に
、
部

活
動
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
現
在
は
、
少
子
化
の
影
響

も
あ
り
、
入
学
す
る
生
徒
が
少
な

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
時
代
の

流
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
高
校
の

実
情
を
知
ら
ず
に
イ
メ
ー
ジ
が
先

行
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
地
域
に
高
校
が
あ
り
、

に
ぎ
わ
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

町
の
に
ぎ
わ
い
に
直
結
し
ま
す
。

い
わ
ば
地
域
の
象
徴
と
し
て
玉
村

高
校
は
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
玉
村
高
校
も
来
年
10
月

１
日
に
創
立
１
０
０
年
を
迎
え
ま

す
。
財
政
難
で
の
廃
校
危
機
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
活
動
の
制
限
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
に
直
面
し
て
も
、
１
０
０

年
地
域
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
地
域
に
と
っ
て
誇
る
べ
き
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
年

の
１
０
０
周
年
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
落
ち
着
き
、

記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
、
玉
村
町
民
で
つ
く

り
あ
げ
て
き
た
玉
村
高
校
。
町
に

存
在
す
る
こ
と
自
体
知
ら
な
い
人

も
い
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
「
今
日
も
元
気
に
登
校
し
て

い
る
な
」
と
か
「
夕
方
で
も
部
活

頑
張
っ
て
る
な
」
な
ど
、
少
し
だ

け
で
も
良
い
の

で
〝
玉
高
〞
を

気
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

朝のあいさつ運動

花いっぱい運動

生 徒 会
新たなチャレンジ

生徒会役員メンバー生徒会役員メンバー

Interview
成長できる高校

桜春さん
　生徒会では朝のあいさつ運動を毎週月曜
日に行っており、あいさつで学校が明るくなる
よう心がけています。また、高校を花いっぱい
にし、きれいな学校になるような活動に加え、
行事の運営や司会なども生徒会の役割です。
　今まであまり目立たない存在でしたが、「変わ
りたい」気持ちで生徒会長に立候補しました。
活動などの学校生活で、信頼できる仲間や先
生に出会えて本当に良かったと思っています。

阿部さん
　玉村高校に入って成績が向上しました。ま
た、マナー向上など社会の常識が学べますし、
将来やりたいことも見つけることができまし
た。

生徒会会長
桜春 凛さん（３年生）
おうはる

生徒会副会長
阿部 倫華さん（３年生）
あ　べ り ん か

りん

玉
村
高
校
が
好
き

地
域
の
象
徴

来
年
創
立
１
０
０
周
年

玉村高校ホームページ
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玉村町には、こんなに一生懸命で、
自分を探そうとしている若者がいる。




